
開催日：令和 7 年 3 月 6 日 

会議名：令和 7 年 3 月定例会（第 4日 3 月 6 日） 

 

○井上弘美 よろしくお願いします。広島と長崎に原子爆弾が投下されて 80 年。昨

年 10 月 11 日、日本原水爆被害者団体協議会がノーベル平和賞を受賞されました。

この受賞は、日本被団協をはじめ、各地で原爆の被害の体験を語り続ける方がお

り、核兵器の非人道性、核兵器廃絶、平和を訴え続けた結果であると、心から敬意

と感謝を表します。しかし、日本政府は核兵器禁止条約の締約国会議へのオブザー

バー参加を見送りとし、唯一の戦争被爆国として核兵器のない世界の実現に向けた

国際社会の取組をリードする使命を果たしていないと言えます。 

 一方で、石破総理は１月 31 日の予算委員会の答弁の中で、次のように発言してい

ます。「敗戦後 80 年、今を逃して戦争の検証はできない。なぜ国策として、さきの

戦争の道に進んでしまったのかの検証を進めるには、リアルに経験した方、記憶を

お持ちの方がおられる今、この 80 年というのが極めて大事だ。」と。ぜひ実行して

いただきたいと思います。 

 では、お尋ねします。本市で戦後 80 年をどのように捉えているか、お聞かせくだ

さい。 

 

○議長（今村 正） 宮城市民協働部長。 

 

○市民協働部長（宮城節子） 昭和 20 年（1945 年）の終戦後、日本は戦争に巻き込

まれることなく 80 年が経過いたしました。この間、豊中市では非核平和都市を宣言

するとともに、８月を平和月間として様々な啓発事業を展開し、国民の生命や財

産、基本的な人権を損なう戦争に一貫して反対してまいりました。 

 さらに、日本非核宣言自治体協議会や平和首長会議を通じて、加盟都市と連携し

ながら核兵器の廃絶に向けた取組を進めております。 

 国外においては、各地で戦争の惨禍が続いております。そのため、本市では平和

事業の充実や都市間連携を図っていくことが、人類共通の願いである恒久平和の実

現に当たって肝要であると考えており、引き続き取り組んでまいります。 

 

○議長（今村 正） １番、井上弘美議員。 

 

○井上弘美 日本が 80 年間、戦争をしなかったことは、世界に誇れる意義深いこと

です。それだけに、核兵器禁止条約に対する日本政府の姿勢は、多くの国民が残念

に思うところではないでしょうか。平和首長会議として政府に働きかけるよう、長

内市長にも尽力いただきたいと思います。 



 では２問目、これからも平和を堅持するために、市民に何を伝えていくべきと考

えますか。 

 

○議長（今村 正） 宮城市民協働部長。 

 

○市民協働部長（宮城節子） 日本国憲法の理念や非核平和都市宣言に基づき、戦

争や核兵器の悲惨さなどについて様々なツールや手法を活用する必要があると考え

ます。また、戦争体験者が少なくなっていく中、特に若い世代の市民へ、いかに体

験を伝承して後世に伝えていくのかも大きな課題となっていると認識しておりま

す。 

 

○議長（今村 正） １番、井上弘美議員。 

 

○井上弘美 おっしゃるとおり、戦争を語り継ぐ最後の大きな機会です。若い世代

へ伝えるイベント、若い世代が自ら取り組む企画のサポート、また、市長自ら動画

などで市民へメッセージを発するなど、市民参加の呼びかけや広報活動を強めてい

ただきたいと要望します。 

 では、結びに、現在計画されている本市の取組を教えてください。 

 

○議長（今村 正） 宮城市民協働部長。 

 

○市民協働部長（宮城節子） 戦後 80 年と人権平和センター開館５周年を記念し

て、次世代に伝えることをより重視した取組を考えております。具体的には、高校

生を対象とした、平和をテーマにしたショート動画作成ワークショップの開催、郷

土資料館との共同企画展のほか、兄弟都市・沖縄市やピースおおさかなどとの連携

事業も実施いたします。加えて、人権平和センター螢池での展示スペースを新設

し、平和関連展示の強化を図ってまいります。 

 また、戦没者並びに空爆犠牲者追悼式を執り行うとともに、原爆被害者の会で

は、新たに被爆 80 年パネル展を第二庁舎や地域共生センターで開催する予定と伺っ

ております。 

 

○議長（今村 正） １番、井上弘美議員。 

 

○井上弘美 ＳＦ商法、いわゆる催眠商法と疑わしい事案について、市民からご意

見が寄せられましたので、具体例として紹介しながら、被害の対策と把握について

お聞きしたいと思います。正副議長の許可をいただき、資料を使用いたします。Ｓ



ｉｄｅＢｏｏｋｓ、「豊中市議会」、「定例会・臨時会」、「令和７年３月定例会」、「通

告書等」、「議場配付補足資料」、こちらをご覧ください。 

 情報提供者の母親が以前、豊中市内の貸し会場で行われたイベントで高額な健康

食品を買わされ、そのときは息子である情報提供者が気づいて返品することができ

ましたが、先月再び、その会社からはがきが届きました。今回のはがきには、豊中

市立文化芸術センターで行われると記載されており、高齢者の判断を鈍らせる内容

となっています。このような企業に豊中市の施設を使用させないでほしい。市の施

設が会場であるということで、安全だという誤った認識を持つおそれがある、こう

いった訴えでした。 

 では、まずＳＦ商法への市の認識と相談の状況、現状行っている対策について教

えてください。 

 

○議長（今村 正） 宮城市民協働部長。 

 

○市民協働部長（宮城節子） ＳＦ商法は、会場に人を集め、雰囲気を盛り上げ、

冷静な判断ができなくなった来場者に高額な商品を契約させる商法で、消費者トラ

ブルにつながりやすいものであると認識しております。 

 ＳＦ商法に関連する本市への消費者相談件数は過去３年間で４件です。これらの

相談のうち、特定商取引法に該当する場合には、被害回復に向けた対応を行ってお

ります。対策につきましては、啓発用リーフレットなどに、その特徴や対応策等に

ついて記載するなど注意喚起を行っております。 

 

○議長（今村 正） １番、井上弘美議員。 

 

○井上弘美 例に示したはがきの文面は、これでは催しの趣旨が不明確です。無条

件でお土産を配るのが目的であるとは考えづらく、販売目的あるいは個人情報を収

集し、後日、悪用が懸念されます。 

 ご答弁からは、相談件数は近年減っているとのことですが、ＳＦ商法は高齢者の

気分を盛り上げ、心の隙間に入り込み、被害に遭っている自覚がないまま、経済的

に追い詰められるケースもあります。 

 では、今回、豊中市立文化芸術センターが会場となっていますが、市公共施設で

市民の不利益となる事業が行われることを防ぐための規約や制限はありますか。ま

た、市民から相談が寄せられた事業者の情報を共有していますか。 

 

○議長（今村 正） 上原都市活力部長。 

 



○都市活力部長（上原 忠） 文化芸術センターなど、市民ホール等の施設を使用

する際は、条例におきまして使用制限を規程し、「公序良俗を乱すおそれがある」や

「暴力団の利益になり、又はなるおそれがある」、「管理上支障がある」、「その他市

長が適当でない」と認めるときは、使用を承認しないこととしております。 

 また、施設で物品販売を行う際には、施設使用申込書とは別に、物品販売承認申

込書に物品名や販売価格を記載いただき、また、物品販売を行う際の制約条件と、

これに反する行為を行おうとした等の理由で指定管理者が利用停止を求めた場合

は、これに同意することを確認しております。 

 なお、市民から文化芸術センターなど市民ホールを使用された事業者に対して苦

情等の相談が寄せられた際には、その内容にもよりますが、指定管理者から事業者

に連絡し、事情等を確認することとしております。 

 

○議長（今村 正） 宮城市民協働部長。 

 

○市民協働部長（宮城節子） 消費生活相談における個別の相談内容について、他

部局へ情報提供することはございません。 

 なお、不当な取引行為に関する苦情の処理の申出が相当数あり、かつ消費者に重

大な被害が生じる場合等には、豊中市の消費者の暮らしを守る条例に基づき、事業

者名等を公表する場合はございます。 

 

○議長（今村 正） １番、井上弘美議員。 

 

○井上弘美 もし事業者の物販事業が不法な商法と明らかになった場合、市施設の

借用を禁ずる対応をされるものと理解いたしました。しかし、事前に止めるのは難

しい。事業者が疑わしいというだけで利用を断るのは困難で、今回の事例も開催前

の情報提供でしたが、できることはありませんでした。 

 仮に、市民から生活情報センターくらしかんへ相談が寄せられたとしても、関係

各所と情報共有はできないとのことです。法律違反が明らかに認められ、被害が大

きくなってからでなければ、手出しできないのが現状です。理事者のご答弁を理解

するものの、市の大切な施設、文化芸術センターが市民の不利益になりかねない事

業者に利用されることを遺憾と思うとともに、課題意識の共有をお願いするところ

です。 

 では、今後、市でできる対策・啓発についてお聞かせください。 

 

○議長（今村 正） 宮城市民協働部長。 

 



○市民協働部長（宮城節子） 対策及び啓発につきましては、直近の相談や被害状

況を踏まえて実施いたします。市民向け出前講座やセミナー、市公式ＬＩＮＥやホ

ームページ、５月に実施しております、悪質商法・特殊詐欺キャンペーンなど様々

な機会を通じて、ＳＦ商法をはじめとする悪質商法について注意喚起を行ってまい

ります。 

 

○議長（今村 正） １番、井上弘美議員。 

 

○井上弘美 車椅子使用者用の駐車場について、既に他会派の質問で触れられた内

容ですが、さらに課題と取組を深掘りしたいと考えます。 

 バリアフリー新法では、車椅子使用者駐車スペースは幅 3.5メートルという基準

はあるものの、奥行きについては基準がなく、課題となっています。豊中市立児童

発達支援センター内の診療所「しいのみ」に通う保護者の方々からお話をお聞きし

ました。車椅子を使用する子どもがいる家庭では、家族全員で乗ることや荷物の多

さなどにより、ミニバンクラスの大きさの車を選択せざるを得ない事情がありま

す。 

 そういったご家庭が多く利用されている、後方からスロープを出す車種では、後

ろに十分なスペースがないと、一旦車を区画から前にはみ出して停車し、車椅子を

取り出して子どもを乗せ、そして子どもを外に置いたまま運転席に戻り、駐車し直

すことになります。その間、ほかの車の通行を妨げることも心苦しく、また子ども

を外に残して車をとめ直すのも不安とのことです。では、まず市役所敷地内の現状

について教えてください。 

 

○議長（今村 正） 榎本総務部長。 

 

○総務部長（榎本弘志） 車椅子使用者用駐車場につきましては、第二庁舎北出入

口付近に２台分、議会棟西側の公用車用駐車スペースに２台分、また、第二庁舎北

側の民間事業者が運営する来庁者駐車場に１台分設置しております。いずれも関係

法令に基づき 3.5メートル以上の幅を確保しており、また、周囲の通路等もお使い

いただくことで、車両後部からの車椅子の乗降が可能となっております。 

 

○議長（今村 正） １番、井上弘美議員。 

 

○井上弘美 第二庁舎の北出入口付近にある２台分のご利用が多いようですが、奥

行きは約６メートルとお聞きしています。後ほど、奥行きについて言及しますが、

警備員の誘導があっても、運転者の負担が軽いとは言えません。第二庁舎の北側に



ある来庁者駐車場は、公募選定した民間事業者の運営ですが、今後、奥行きを十分

取った駐車区画を設けることを応募の要件とすることはできますか。 

 また、第二庁舎の北出入口付近及び議会棟西側の駐車区画の拡充を提案します

が、その可能性と、それ以外にも検討の余地があるのか、見解をお聞かせくださ

い。 

 

○議長（今村 正） 榎本総務部長。 

 

○総務部長（榎本弘志） 来庁者駐車場は、車椅子使用者用の駐車区画と向かいの

区画との間に約 5.5メートルの広めの通路が設けられておりますが、今後も運営事

業者と協議を重ねるとともに、次回の公募において事業者に駐車区画の改善提案を

求めるなど検討してまいります。 

 また、ご提案いただいております２か所の駐車スペースの全体的な広さ・構造等

から、現行の駐車区画をさらに広げることは難しいのが現状でございますが、駐車

される際には、従来から警備員による誘導をさせていただいているところでござい

ます。車椅子の乗降に係るさらなる環境整備を目指し、今後も継続して検討を進め

てまいります。 

 

○議長（今村 正） １番、井上弘美議員。 

 

○井上弘美 ご検討をよろしくお願いします。意見・要望です。国土交通省の参考

資料で、福祉車両の大きさについて、５社にヒアリングしたものがあります。その

中で、車体全長の最大値がおよそ５メートル５センチメートル、リフトやスロープ

の最高値が１メートル 85センチメートル、両方を足した最高値が６メートル 84セ

ンチメートルでした。それに、車椅子が下りて方向転換するスペースがさらに１メ

ートル 20センチメートルほど必要ですから、８メートルほど必要になることを認識

していただきたいと思います。 

 そこまで奥行きが取れない場合の参考にしていただきたい例として、２枚目の資

料をご覧ください。左上の写真のように、後方が車の通らない整備された歩道であ

れば、車両を車止めに合わせて駐車した上で安心して車椅子を下ろすことができま

す。あわせて、国土交通省の資料では「屋外なら屋根もしくはひさしを設けること

が望ましい。」とあります。豊中市立地域共生センターでは、身障者駐車スペースだ

け屋根がないとご指摘がありました。改善を要望いたします。 

 続いて、市立豊中病院敷地内の車椅子使用者駐車場についてお聞きいたします。

先ほど奥行きが８メートルほど必要になると申し上げましたが、実態を教えてくだ

さい。 



○議長（今村 正） 秋田病院事務局長。 

 

○病院事務局長（秋田瑞恵） 市立豊中病院においては、車椅子使用者用駐車区画

を地下１階駐車場内の建物出入口付近に５台分設置しております。当該駐車区画は

3.82メートルの幅を確保しており、関係法令である、いわゆるバリアフリー法にお

ける 3.5メートル以上の基準を満たしております。駐車区画の奥行きは 6.4メート

ルあり、前後各 0.7メートルの通路を合わせますと、約 7.8メートルでございま

す。 

 

○議長（今村 正） １番、井上弘美議員。 

 

○井上弘美 ありがとうございます。これまで、利用者からのご意見や要望はなか

ったでしょうか。また、何か工夫ができないかと思いますが、見解をお聞かせくだ

さい。 

 

○議長（今村 正） 秋田病院事務局長。 

 

○病院事務局長（秋田瑞恵） このことにつきまして、これまで奥行きが不足して

いるといった具体的な声を頂戴したことはございませんが、まずは実態を把握いた

しまして、利用者のご意見も伺った上で、必要に応じて、例えば通路部分の拡張な

ど、対応を検討してまいります。 

 

○議長（今村 正） １番、井上弘美議員。 

 

○井上弘美 ありがとうございました。市立豊中病院の駐車スペースは、通路を合

わせれば 7.8メートル確保されています。ただ、後方の通路は車道で、駐車場の動

線を見ますと、通行量はかなり少ないようですが、車が通らないほうが安全です。

必要な措置を検討していただければと思います。 

 私は、病院に限らず、全ての豊中市内の公共施設で奥行きが十分ある駐車区画づ

くりに計画的に取り組むべきと考えます。アクセスの公平性と安全性を確保してい

くことは、行政の責務ではないでしょうか。国にバリアフリー法記載の基準見直し

を働きかけ、豊中から全国に広がっていくことを期待いたします。私の質問は以上

です。ありがとうございました。 


